Remembrance of my work－21 years at the Faculty of Social Information by 井上 芳保
社会情報学部に21年間在職して今思うこと
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の仕事にも力を入れています．この学会のユ
ニークなところは，大学の研究者だけではな
く様々な現場で実践をしている人が会員に多
いことです．学問というものを，制度化した
アカデミズムから自由に楽しみ，新しいもの
を構想していける場ではと私は考えていま
す．バザーリアの改革のようなことを日本で
もやっていけるとしたら，こういう場に集
まってくる人たちの常識に囚われない自由な
雰囲気が一つの突破口になるのでしょう．精
神科病院をなくしてもやっていける社会は，
多くの人たちにとっても居心地のいい社会な
のです．その実現に向けてこれから何かして
いく上でこの学会には大いに期待が持てると
考えています．
なお，以上に述べてきたことの多くは，2014
年９月に刊行した『つくられる病―얨過剰医
療社会と「正常病」』（ちくま新書）に書いて
おきました．興味があればお読みください．
私の近況報告になってしまいました．教職
員としてでも学生としてでも，札幌学院大学
社会情報学部に人生の一時期在籍しておられ
た皆さんのさらなる発展とご活躍をお祈りし
てこの原稿を締めさせていただきます．
最後に言わせて下さい．ややかっこよすぎ
るかもしれなくて「高尚」なものが苦手な私
には不似合いな言葉ですけれど，「私たちの社
会情報学部は永遠に不滅です．私たちの心の
中で」と．
追記：この12月11日に「遺伝子組み換え食
品」の危険性を問題とする集まりが明治大学
駿河台キャンパスで開催され，科学ジャーナ
リストで多くのご著書をお持ちの天笠啓祐さ
んと久々にお会いしました．皆さんは覚えて
おられるでしょうか．天笠さんは1996年に社
会情報学部の研究会でお話して下さっていま
す．ちょうど20年前のことです．記録を作成
して残していないのは本当に残念ですが，天
笠さんは，あの学部研究会の時のことをよく
覚えていて下さいました．理系と文系の双方
の研究者が集まってつくられた新しい学部と
いうことで，科学技術の暴走にブレーキをか
ける役割を担う人材が輩出されるのではと密
かに期待しておられたようです．あの折は，
お忙しい中，本学まで足を運んで下さったの
でした．社会情報学部が募集停止になったと
聞いて驚いておられました．
この日は多くの市民の方が集まっていまし
た．グローバル化の中で巨大化した資本主義
は，飽くことなく利潤を追求しつつあり，そ
の結果，私たちの心身を脅かすに至っていま
す．私は医療を調べていて「子宮頸がんワク
チン」（正確には「ヒトパピローマウィルス
（HPV）ワクチン」）接種被害の深刻さに直面
し，問題の告発と市民への啓発に務めていま
すが，同ワクチンであるガーダシルもサーバ
リックスも「遺伝子組み換え商品」に他なり
ません．背後には「医療」を無条件で「よき
もの」とみなしてしまう国民の体質づくりに
産官学の複合体が大きく加担している構造が
あります．「学部はなくなりましたが，私は引
き続き社会学の立場からこの構造を問題にし
ていくつもりです」とお伝えしました．天笠
さんとは今後も様々な情報交換ができそうで
す．
（いのうえ・よしやす 日本社会臨床学会運営
委員 inoueyoshiyasu＠gmail.com）
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